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　　おもな内容
2～3べ一ジリゾート計画の概要

4～5べ一ジ公民館活動最前線

　6べ一ジ1億円の使い道募集
　7べ一ジ新潟県知事選挙のお知らせ

8～9べ一ジみんなの広場

10～11べ一ジお知らせ

　12べ一ジ行事予定表お忘れなく

私たちの村の
■人口男3，386（一3）
　　女3，373（±0）
　　計6，759←一3）
■世帯数　1，636（＋2）

　（　）内は前月比

一一一
■編集発行／中里村役場総務課　〒949－84新潟県中魚沼郡中里村大字田沢己2133番地TEL（0257）63－3111

5月11日～6月10日
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◇行夢老定表

11休）
結核検診（右参照）

12㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00相談
員　根津敬）乳幼児検診（右参照）結核検診（右参照）
陶芸教室（総合センター19：30～21：30）

⑭（日）
休日救急医（津南病院君65－3161）

16（廻
木版画教室（総合センター19：30～21：30）

17㈱
高齢者講座（9：30～11：30老人福祉センター
13：00～15：00総合センター）

18休）
乳幼児検診（右参照）

19㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00相談
員藤田義一）妊婦検診・母親学級（右参照）ポリオ・生ワ

クチン（右参照）陶芸教室（総合センター19：30～21：30）

20仕）

⑳（日）
休日救急医（池田医院費52－2581）
村民テニス教室（清田山自然運動公園9：00～16：00）

22（月）
結核検診（右参照）

23（幻
結核検診（右参照）

愛郷徒（青年講座総合センター19：30～22：00）

24㈱
結核検診（右参照）

26㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00相談
員樋口永蔵）乳幼児検診（右参照）結核検診（右参照）
陶芸教室（総合センター19：30～21：30）

⑳（日）
休日救急医（中条病院魯57－3018）

餌㈲
日本脳炎（右参照）

2働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　江口行男〉

陶芸教室（総合センター19：30～21：30）

④（日）
新潟県知事選挙投票日

村内一斉清掃の日
休日救急医（上村病院a63－2111〉

5（月）
愛郷徒（青年講座総合センター19：30～22：00）

6（灼
木版画教室（総合センター19：30～21：30）

9㈹
心祀ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00

相談貝　根津敬）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。
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っ
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が
私
で
す
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■妊婦検診

5月19日／13：30～14：00／上村病院
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》

へ
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く

■母親学級

5月19日／12二45～13：00／上村病院／産褥と赤ちゃん保育

■乳幼児検診

5月12日／13：00～13：30／保健センター／乳児

5月18日／13：00～13：30／保健センター／2歳児

5月26日／13：00～13：30／保健センター／3歳児

6結核検診
　5月11日／9：30～15：10／市之越、鷹羽、東田沢、豊里、田沢、如来寺

　5月12日／9：30～14：30／角間、葎沢、小出、東田尻、西田尻、西方、土倉、倉下

　5月22日／9：30～14：10／原町、新里、倉俣、芋川

　5月23日／10：00～14：50／田代、下山、清田山、重地

　5月24日／9：30～14：10／白羽毛、程島、高道山、朴木沢、通り山、

　　　　　　　　　朴木沢新田、桔梗原、芋川新田
　5月26日／10：00～15：00／保健センター／上記日程で受けられなかった人

0ポリオ生ワクチン

5月19日／14：00～15：00／保健センター／村内全域

■日本脳炎

6月1日／14：00～15：00／保健センター／村内全域
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ど
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。

　十日町橋補修工事にご協力を／

国道253号線十日町橋補修工事を前年度の工事に貿撫

続き、今年度も行う予定です。前年度と同様片側交互

通行となり、通行される皆さんには大変迷惑をかける

と思いますがご協力くださるようお願いします。

雑捌騨等詳瞭容‘構財ラシ飾で
連絡します。　　　　　、，・モ日晦土木亭務所
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　　　　　　　実現にむけ難題を解決

　　艶1

　　　　　　　　富井寛二さん
　　　　　　　　　（市之越集落開発対策委員長）

　　む　　バワ

　市之越を含めだこの台地の開発計画は’昭和

59年に安達事業グループによるスキー場計画の

話しがありました。その後、新潟県のリゾート

整備地域として国の承認を受け、大規模な開発

がされようとしています。

　これには、何よりも集落内での話し合いが大

切だと思い、今までに何回も懇談会をやりまし

た。計画されている清津高原地区は、約3割が

民地ですので、地権者の協力なしにはできない

と思います。ここに住んでいる者としては、農

業とのかかわりあいや雇用関係、水、道路など

たくさんの問題があります。

　これらの問題をスムーズに解決しなが’）、中

里村、開発地区の活性化につなげるために頑張

っていきたいと思います。
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台
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＊
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”
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薦
、

①
O
、
三
㎞
　
②
平
成
五

＊
河
川
整
備

＊
道
路
工
事
・
貯
水
池
工
事
・

　
防
災
工
事

開
発
に
よ
る

　
　
　
波
及
効
果
期
待

こ
れ
ら
の
施
設
が
完
成
す
る
こ

と
に
よ
り
①
就
労
の
場
の
拡
大

②
食
料
品
、
生
活
用
品
等
の
消

費
拡
大
に
よ
る
商
業
の
活
性
化

③
農
林
業
生
産
物
の
製
品
化
と

販
売
ル
ー
ト
の
確
立
④
地
場
産

業
の
振
興
と
新
し
い
産
業
の
創

設
⑤
公
共
施
設
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
環
境
基
盤
等
の
社
会
資

本
の
整
備
充
実
⑥
事
業
実
施
に

伴
う
地
域
内
建
設
事
業
量
の
増

加
⑦
冬
期
出
稼
ぎ
の
解
消
⑧
冬

期
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
⑨
周
辺
観

光
地
と
の
広
域
観
光
ル
ー
ト
化

が
充
実
し
、
既
存
観
光
地
へ
の

波
及
効
果
⑩
税
収
の
増
加
⑪
地

域
社
会
及
び
地
域
経
済
の
活
性

化
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
雇
用
人
員
を

　
　
　
　
　
㈱
人
見
込
む

　
な
お
、
計
画
の
中
で
雇
用
人

員
は
宿
泊
ゾ
ー
ン
の
三
百
三
十

六
人
、
ス
キ
ー
場
関
係
百
五
十

六
人
、
ゴ
ル
フ
場
関
係
七
十
一

人
な
ど
六
百
二
十
三
人
が
見
込

ま
れ
、
年
間
雇
用
可
能
対
象
者

数
は
四
百
六
十
一
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
入
込
客
数
は
、
宿
泊

と
日
帰
り
あ
わ
せ
年
問
六
十
七

万
五
千
人
、
地
域
経
済
波
及
効

果
は
九
十
一
億
三
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

滞在用施設収容力

ホ　テ　ル　　600人

マンション　4，800人

ペンション　1，800人

別　　　荘　　80人
　　計　　フ，280人
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県派遣社会教育主事の

武田です。よろしく

　
今
年
度
か
ら
三
年
間
、
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

強
化
の
た
め
に
、
県
よ
り
社
会
教
育
主
事
（
ス
ポ

ー
ツ
担
当
）
の
武
田
定
純
先
生
が
派
遣
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
以
前
、
貝
野
中
学
校
に
赴
任
し
て
き
た

こ
と
が
あ
り
、
中
里
村
は
二
回
目
と
い
う
先
生
を

紹
介
し
ま
す
。

年
齢
　
　
三
十
七
歳
　
　
出
身
地
　
　
小
千
谷
市

前
任
校
　
　
川
口
中
学
校
　
　
趣
味
　
　
山
歩
き

特
技
i
I
陸
上
、
ス
キ
ー
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
）

論　
　
み
な
さ
ん
に
一
言
　
　
重
大
な
任
務
に
着
き

　
　
大
変
な
仕
事
だ
な
あ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
健

’
　
　
康
管
理
の
た
め
に
も
村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

　
　
一
人
で
も
多
く
ス
ポ
…
ツ
に
目
を
向
け
て
も

　
　
ら
う
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

　
　
三
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

体育指導委員

中里村では、スポーツ振興を図るため体

育指導委員を設けています。指導委員は、

村民のスポーツ活動を振興するためスポー

ツの実技指導や組織の育成に努めることに

なっています。今年度、改選が行われまし

たので紹介します。

氏・　　名 集落 特　　　技

井ノ川　将　男 通り山 体育全般

南　雲　政　治 田中 陸上・スキー

吉　楽　一　彦 宮中 レクダンス・バスケット

山　田　和　人 角間 球　技

南　雲　英　秋 芋川 野球・バレー

高　橋　昭　紀 上山 スキー

田　村　京　子 荒屋 陸　上

村　山　婦佐江 田　沢 卓　球

清　水　雅　秀 山崎 バスケット

阿　部　　等 高道山 テニス

体育協会役員

●会　長　岡村　憲次（通り山）

●副会長　村山　重保（田　沢）

●　〃　　山岸角太郎（堀之内）

●　〃　　斎喜　雅基（倉　俣）

●事務局　樋口　正博（朴木沢）

●　〃　　斎喜　正司（倉　俣）

●理事　片桐登規雄（如来寺）テニス

杉谷　清之（荒　屋）バスケット

羽鳥　正平（本屋敷）卓　球

富井　英雄（干　溝）スキー

大島　勝利（如来寺）剣　道

池田　芳夫（宮　中）バレー

“
ご
一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
悦
子
さ
ん
（
桂
）

　
今
年
も
、
公
民
館
で
各
種
の
　
　
と
が
で
き
ま
し
た
。
色
々
苦
労

講
座
、
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。
　
　
　
し
た
末
に
焼
き
上
が
っ
た
作
品

　
わ
た
し
が
陶
芸
教
室
に
参
加
　
　
を
見
る
時
は
、
と
て
も
緊
張
し

す
る
の
は
、
今
年
で
三
回
目
で
　
　
　
ま
す
。

す
。
最
初
に
広
報
で
陶
芸
教
室
　
　
　
過
去
二
回
の
教
室
で
作
っ
た

が
開
か
れ
る
と
知
っ
た
時
は
、
　
　
物
は
実
際
に
使
っ
て
い
ま
す
が

あ
れ
こ
れ
考
え
も
せ
ず
、
と
に
　
　
思
い
通
り
に
で
き
た
物
は
一
つ

か
く
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
申
　
　
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
使
っ

し
込
み
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
う
ち
に
、
満
更
で
も
な

　
実
際
に
教
室
が
始
ま
り
粘
土
　
　
　
い
よ
う
に
思
え
て
き
ま
す
。

を
渡
さ
れ
て
か
ら
、
何
を
作
ろ
　
　
　
で
す
か
ら
今
年
も
、
昨
年
よ

う
か
と
考
え
た
の
で
す
が
、
最
　
　
り
は
少
し
で
も
良
い
物
を
作
れ

初
は
一
輪
挿
し
を
作
る
こ
と
に
　
　
る
よ
う
に
参
加
す
る
つ
も
り
で

し
ま
し
た
。
不
器
用
な
わ
た
し
　
　
す
。
ど
う
か
ご
一
緒
に
参
加
し

で
す
が
ど
う
に
か
形
に
す
る
こ
　
　
て
み
ま
せ
ん
か
。

●　〃

●　〃

●　〃

●　〃

●　〃

〈
講
座
・
教
室
の
ご
案
内
》
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みなさんは暇な時間をどのように過ごしていますか？

「テレビを見ている人」、「近所の家へ遊びに行く人」な

どと楽しみ方はいろいろあるでしよう。

でも、もっと頭に栄養を与えながら楽しむ方法がありま

す。それは、公民館が行う各種の講座や教室です。最近、

人は生活にゆとりができ「人間にとって本当の満足とは何

かJを考え始めるようになってきました。もし、みなさん

がそこで、「もっと自分を高めたい」、「もっと充実した

時間を過ごしたい」と思ったなら、ぜひ参加してみてくだ

さい。今までに得られなかった充実感を味わうことができ

るかもしれません。

公民館では、今年も下表の講座を開きます。すでに、受

講者を募りましたが、まだ余裕があります。公民館の講座

は決して資格を得るなどというためにあるのではなく、学

習のきっかけを作ってもらえればと考えています。

しり込みせず、どんどん受講してください。たとえ成果

が上がらなかったとしても、講座を通じてたくさんの友達

ができることはすばらしいことです。

コ　　ー　　ス 対　象 期　間 回数 開　催　日 時　　間 講　　　師 　　　　　　　　　　　　x』内　　　　　　容 場所

教　　養 村民一般 6月～11月 6 毎月　1回
午後7時30分～

　　　9時 その都度変更 講演会等を中心とした一般教養講座です 体中
育里
館村
）総
　合
　セ
　ン
　タ
　1

　（　た
　だ
　し
　陶
　芸
　教
　室
　は
　村
　民

陶　　芸 村民一般 5月～11月 29 毎週金曜日
午後7時30分～
　　9時30分

高野秋規さん（葎沢） 湯呑や花器など日常生活に役立つ陶器づくり

木版画 村民一般 5月～11月 13 第1・3火曜日 午後7時30分～
　　9時30分

重野桂二さん（＋日町市） 彫刻刀一本で、自由な絵が

美容健康 青　　年 5月～7月 6 第1・3月曜日 午後7時30分～
　　　10時 その都度変更 美容と健康を求めて……どうぞ

料　　理 青　　年 5月～7月 6 第1・3月曜日 午後7時30分～
　　　10時

高野よし子さん（如来寺） 手づくりで仲間と一緒に美味しく、食べたり学んだり

手　　芸 青　　年 5月～7月 6 第1・3月曜日 午後7時30分～
　　　10時

山本美子さん（上山） 誰も持っていない、あなただけのものを作ろう

生　　花 青　　年 5月～7月 6 第1・3月曜日 午後7時30分～
　　　10時

島田寅雄さん（通り山） なにげない花で、部屋も棚も“あっと驚き”

書　　道 青　　年 5月～7月 6 第1・3月曜日 午後7時30分～
　　　10時

白倉増之さん（山崎） 墨のニオイに筆文字はもちろん、心も気持ちも豊かに

お　　茶 青　　年 5月～7月 6 第1・3木曜日 午後7時30分～
　　　10時

井ノ川朝子さん（通り山） 落着いた日本古来の礼儀作法も身につけて

高齢者
60歳以 Lの

老　　　人 5月～3月 11 毎月　1回
午前9時30分～
　　午後3時

午前中は全体学習、午後には囲碁、踊りなどクラブ活動

仲
間
づ
く
り
に
最
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
利
枝
さ
ん
（
田
沢
）

　
村
で
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
　
　
焼
き
上
が
っ
て
も
想
像
し
て
い

陶
芸
教
室
に
入
り
、
今
年
三
年
　
　
　
た
よ
う
な
色
が
で
ず
、
が
っ
か

目
を
迎
え
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
り
す
る
な
ど
ま
だ
ま
だ
失
敗
の

　
会
員
は
十
代
か
ら
六
十
代
ま
　
　
方
が
多
い
で
す
。

で
と
層
が
広
く
、
現
在
三
十
名
。
　
　
で
も
、
仲
間
と
わ
い
わ
い
い

（
夫
婦
の
方
三
組
）
毎
週
金
曜
　
　
　
い
な
が
ら
作
っ
て
い
る
と
き
は

日
の
夜
、
村
民
体
育
館
の
特
別
　
　
と
に
か
く
楽
し
い
で
す
。

教
室
で
や
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
い
び
つ
な
形
を
し
た
カ
ッ
プ

　
指
導
く
だ
さ
る
の
は
「
清
津
　
　
で
も
、
コ
ー
ヒ
ー
の
味
は
格
別

峡
焼
き
」
で
知
ら
れ
る
陶
芸
家
　
　
で
す
。

の
高
野
秋
規
先
生
で
す
。
　
　
　
　
　
こ
の
ほ
か
の
教
室
に
も
積
極

　
陶
器
の
も
つ
温
か
さ
、
素
朴
　
　
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

さ
に
引
か
れ
み
ん
な
一
生
懸
命
　
　
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
人
達
と
出
合

制
作
に
励
ん
で
い
ま
す
。
素
焼
　
　
い
ま
し
た
が
、
仲
間
を
作
る
場

き
の
時
に
ヒ
ビ
が
入
っ
た
り
、
　
　
と
し
て
も
最
適
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
☆
◇
☆
鰯
　
隔
癒

提
案
、
生
演
奏
会
な
ど
企
画
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
　
　
・
　
M
　
さ
ん
（
田
中
）

　
わ
た
し
は
昨
年
、
子
供
が
成
　
　
き
た
か
っ
た
、
参
加
し
た
か
っ

長
し
て
精
神
的
に
飢
え
て
る
感
　
　
た
会
に
は
行
か
れ
ず
残
念
で
し

じ
を
潤
し
た
く
な
り
、
何
か
を
と
　
　
た
。

思
い
公
民
館
主
催
の
短
期
大
学
、
　
　
版
画
教
室
で
は
、
初
め
て
な

英
語
、
年
賀
用
の
版
画
教
室
に
　
　
の
で
上
手
に
彫
れ
な
か
っ
た
の

参
加
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
で
す
が
楽
し
い
一
時
で
し
た
。

　
短
期
大
学
の
中
で
感
じ
た
こ
　
　
　
高
い
月
謝
を
払
い
十
日
町
あ

と
は
、
講
師
を
招
き
わ
た
し
た
　
　
た
り
ま
で
は
行
か
れ
ま
せ
ん
。

ち
が
一
方
的
に
話
を
聞
く
だ
け
　
　
村
の
公
民
館
で
、
こ
の
よ
う
な

で
は
な
く
、
発
言
で
き
る
機
会
　
　
教
室
を
開
い
て
く
だ
さ
る
の
は

が
あ
れ
ば
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
中
里
村
の
旧
跡
探
訪
に
は
秋
　
　
　
最
後
に
、
生
の
演
奏
会
や
本

祭
り
と
重
な
り
、
ま
た
、
元
十
　
　
物
の
絵
画
の
展
示
会
を
企
画
し

日
町
小
学
校
長
の
話
に
も
行
か
　
　
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

れ
ず
…
…
と
い
っ
た
具
合
に
行

…罵鱒儀

画

昨年参加したみなさんの作品の数々

4

ー
等
、
、



等
、
、

6

纂
溺
ポ

へ“…
滋
簸
灘
殖
罐
聾
騰
粥
甥

　
国
が
ふ
る
さ
と
創
生
の
た
め
に
全
国
一
律
一
億
円
を
交
付
し
て
行

う
「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
事
業
」
を
実
施
す
る
に
当
り
、

村
で
は
、
広
く
村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
こ
の
一
億
円
』
を
ど
う
使

う
か
三
本
の
柱
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
創
生
に
あ
な
た
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ど
し
ど
し
お

寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

る、るさと創生正夢大募集！
　
　
　
　
の
柱
は
、
ふ
る
さ
と

第
一

　
　
　
　
創
生
一
億
円
の
大
半

を
使
っ
て
、
村
の
将
来
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
事
業
に
取
り

組
む
も
の
で
、
あ
な
た
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
村
民
一
丸
と
な
っ
て

実
現
し
ま
す
。

　
　
　
　
の
柱
は
、
子
供
た
ち

第
二
‘

　
　
　
　
力
常
日
頃
体
験
し
て

も

し
合
い
な
が
ら
自
ら
実
施
し
て

も
ら
う
も
の
で
す
。

今
年
度
中
に

　
　
　
　
具
体
化

　
こ
の
一
億
円
で
わ
た
し
た
ち

の
住
ん
で
い
る
地
域
の
活
性
化

へ
の
起
爆
剤
と
す
る
た
め
に
、

み
な
さ
ん
の
知
恵
を
お
貸
し
く

だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

優
秀
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
基
に
、

内
容
を
検
討
し
今
年
度
中
に
具

体
化
す
る
予
定
で
す
の
で
、
村

政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
配
布
さ

れ
る
応
募
用
紙
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
期
日
ま
で
に
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

（
応
募
先
）

　
役
場
開
発
課
内
「
ふ
る
さ
と

　
創
生
正
夢
募
集
係
」

　
　
　
　
費
6
3
－
3
1
1
1

日頃やってみたいと思っているアイディ

アを募集

☆募集コースは4つに別れます。

●50万円コース8件●100万円コース5件

●200万円コース3件●500万円コース1件
☆村の活性化につながるもの

☆各集落の活性化、融和につながるもの

☆単に仲間内だけのお楽しみ会は対象外

☆ソフト事業を中心に、自ら実施するもの

応募用紙に次のことを記入してください。

☆仲間と一緒につくる夢アイディア

☆内容説明　☆応募コース名

☆各種団体、集落全て対象
☆住所、団体名、連絡先、代表者名、会員名簿

7月20日休）

不採用団体に残念賞

■募集内容

●
☆
☆
☆
☆
応
☆
☆
☆
☆
7
不

み
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
な

か
な
か
機
会
に
恵
ま
れ
ず
に
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
子
供
た

ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
基
に
実
現

し
ま
す
。

第
三
の
柱
は
、
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
創
生
資
金
を
使
っ
て
、

村
内
各
集
落
お
よ
ぴ
団
体
の
み

な
さ
ん
が
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

法
　
　
　
　
　
切
他

方
　
　
　
　
　
締

募
　
　
　
募
の

応
　
　
　
　
　
応
そ

巳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膿
　
■

■募集内容村づくりにとって、今これをすることが

　　　　　大切と思われるアイディアを募集

　　　　　☆将来の村づくりにつながる内容

　　　　　☆たんなる「箱物」づくりではないこと

　　　　　☆より多くの村民が共に取り組めるもの

■応募方法　応募用紙に次のことを記入してください。

　　　　　☆村づくりアイディア

　　　　　☆内容説明

　　　　　☆住所、氏名、年齢、職業、電話番号

　　　　　☆どなたでも応募できます。

■応募締切　6月30日㈹

■その他優秀なアイディア　1万、2万、3万

　　　　　円相当賞品各1点、応募者全員に参加賞

■募集内容　日頃や’）てみたいと思っているアイディ

　　　　　ァを募集

　　　　　☆みんなでできる内容

　　　　　☆経験、体験するもの

■応募方法　応募用紙に次のことを記入してください。

　　　　　☆やってみたいな・私の夢アイディア

　　　　　☆内容説明

　　　　　☆村内小・中学生に限ります。

　　　　　☆住所、氏名、世帯主氏名、学校名、学年

■応募締切　6月10日㈹

■その他採用アイデイア　2万円相当の賞品

　　　　　応募者全員に参加賞

ヨ4日
票日
肘
票

6
投
ふ

窪挙

みんなそろって投票しましょう！

　
辞
任
に
伴
う
新
潟
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
は
六
月
四
日
㈲
で
曳

こ
れ
か
ら
の
県
政
を
託
す
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
み
ん
な

で
新
潟
県
の
将
来
を
考
え
、
責
任
あ
る
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

四矢県閑◆◎
∂

折廉醗・

《
投
票
で
き
る
人
》

　
昭
和
四
十
四
年
六
月
五
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
元

年
二
月
十
四
日
以
前
か
ら
引
き

続
き
村
内
に
住
所
を
有
し
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

　
な
お
、
平
成
元
年
二
月
十
五

日
以
降
に
県
内
の
他
市
町
村
か

ら
村
内
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、

前
住
所
地
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
中
里

村
長
の
発
行
す
る
住
所
証
明
書

が
必
要
で
す
の
で
、
住
民
課
戸

籍
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

《
投
票
す
る
と
き
》

◎
投
票
の
で
き
る
時
間
は
、
午

　
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

　
で
す
。

　
村
内
十
ヵ
所
の
投
票
所
で
は
、

閉
じ
る
時
間
が
早
ま
り
ま
す
の

で
入
場
券
な
ど
で
時
間
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
所
に
は
、
入
場
券
を
忘

　
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

入
場
券
を
な
く
し
た
場
合
で
も

選
挙
権
が
あ
り
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
で

き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
侯
補
者
の
氏
名
は
、
は
っ
き

　
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
書
い

た
字
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
無

効
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
氏
名
は
は
っ
き
り
書
い
て

く
だ
さ
い
。

◎
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
く

　
て
も
投
票
で
き
ま
す
。

　
字
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
手

に
ケ
ガ
を
し
て
書
け
な
い
と
き

は
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出

れ
ば
代
理
投
票
の
補
助
員
か
ら

代
筆
し
て
も
ら
え
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

《
不
在
者
投
票
》

　
投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
所

用
等
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人

は
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
不
在
者
投
票
す
る
人
は
、

印
鑑
を
持
っ
て
役
場
三
階
の
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
で
き
る
期
間
は
、

五
月
十
五
日
か
ら
六
月
三
日
ま

で
の
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

◎
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
重
度
の
身
体
障
害
者
の
人
は
、

自
宅
で
郵
便
に
よ
る
投
票
も
で

き
ま
す
の
で
、
前
も
っ
て
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
　
盈
6
3
－
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
（
内
3
2
2
）

、
蒸
霧

　　大島文美子さん
　　　　　（芋川新田・22歳）

・鱗欝鎌
　仕事は十日町の織物問屋で営

業事務をしています。趣味はド

ライブとスキー。この春からテ

ニスも始めました。

　性格は明るくて、おもしろい。

楽しいことは．気の合うメンバ

rと食事やレジャーにいそしむ

ことです。

　夢は友だちみんなと海外旅行

すること。理想の人はおもしろ

くて、頼れる人かなあ？

　村への要望は若者が楽しめる

所をどんどん増やしてほしいで

すね。

▲

～
曝

灘
塑

唱
遜
瑠
響
・
…
ミ
・

■

保
険
料
免
除
期
間
は

　
　
　
　
「
追
納
」
で
き
ま
す

　
国
民
年
金
の
「
免
除
」
制
度

を
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
免
除

期
間
の
「
追
納
」
制
度
を
知
っ

て
い
る
人
は
、
意
外
に
少
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

「
追
納
」
制
度
の
説
明
と
お
勧

め
を
し
ま
し
よ
う
。

　
国
民
年
金
に
は
、
他
の
公
的

年
金
制
度
に
は
な
い
保
険
料
「
免

除
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

免
除
期
間
は
、
将
来
、
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
る
資
格
の
有
無

を
確
認
す
る
時
に
は
、
保
険
料

納
付
済
期
間
と
同
等
の
扱
い
で

計
算
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
を

計
算
す
る
時
に
は
、
保
険
料
を

納
め
た
場
合
％
と
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

　
で
す
か
ら
例
え
ば
、
国
民
年

金
加
入
の
全
期
間
免
除
を
受
け

た
場
合
の
年
金
額
は
、
全
期
間

保
険
料
を
納
め
た
場
合
（
六
三

一
、
五
〇
〇
円
）
の
％
で
す
か

ら
一
二
〇
、
五
〇
〇
円
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
免
除
を
受
け
た
人

達
が
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

に
、
免
除
期
間
に
つ
い
て
も
保

嘆
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

、
う
に
「
追
納
」
制
度
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
追
納
は
、
過
去
1
0
年
間
の
免

除
期
間
に
つ
い
て
、
古
い
期
間

か
ら
順
次
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
月
は
平
成
元
年
5
月
で

　
す
か
ら
、
1
0
年
前
の
昭
和

　
5
4
年
5
月
分
か
ら
現
在
ま

　
で
の
間
に
あ
る
免
除
期
間

　
に
つ
い
て
追
納
で
き
ま
曳

　
追
納
額
は
、
①
昭
和
61
年
3

月
分
ま
で
の
免
除
期
間
の
追
納

の
場
合
は
、
免
除
を
受
け
た
当

時
の
保
険
料
額
が
、
そ
の
ま
ま

追
納
額
に
な
り
ま
す
。
②
昭
和

61

年
4
月
分
以
後
の
免
除
期
間

の
場
合
は
、
免
除
を
受
け
た
当

時
の
保
険
料
額
と
、
そ
の
保
険

料
額
の
一
定
の
額
（
免
除
か
ら

追
納
ま
で
の
期
間
の
長
短
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
額
で
す
）
を
合

算
し
た
額
が
追
納
額
と
な
り
ま

す
。
　
（
免
除
を
受
け
て
か
ら
2

年
以
内
に
追
納
す
る
場
合
は
、

当
時
の
保
険
料
額
が
追
納
額
に

な
り
ま
す
。
V

　
納
付
方
法
は
、
一
ヵ
月
ず
・
つ

で
も
、
一
年
分
ず
つ
で
も
、
全

期
間
分
一
括
納
付
で
も
自
由
で

す
の
で
、
役
場
住
民
課
国
民
年

金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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等
ミ’

　　　　　　　　　　　　　⑲

　　　　　　　貝野小学校6年生
　　　　　　　吉楽洋一くん

「おしくらまんじゅう」をしてしY・

難議三灘簿1
くうれしかつたで銑　，1

堅離森錨怨．）⑲

　綾乃はブランコに乗ったりする

のが大好きなの。それと動物が好

きで、近所にいるうさぎや犬を見

にいっているんだ。うさぎを見に

いくときはニンジンをもっていっ

てあげるの。お田さんはわたしに

やさしくて、思いやりのある人に

なってほしいんだって。

．
申
里
村
の
み
な
さ
ん
博
覧
会
場
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ス
＆
～
ど
新
潟
来
村

お
め
で
と
う

　
　
消
防
庁
長
官
表
彰

　
村
消
防
団
副
団
長
の
鐙
野
寅
治
さ
ん

は
、
こ
の
ほ
ど
永
年
勤
続
功
労
と
し
て

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
鐙
野
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
に
入
団
、

昭
和
五
十
三
年
か
ら
十
一
’
年
間
消
防
団

幹
部
と
し
て
、
消
防
施
設
整
備
や
団
員

の
指
導
、
防
火
思
想
の
振
興
に
尽
し
て

き
ま
し
た
。

き
っ
と
帰
っ
て
こ
い
よ

　
サ
ケ
の
稚
魚
増
万
匹
放
流

　
中
魚
沼
漁
協
で
は
、
三
月
五
日
の
一

万
匹
に
続
い
て
二
回
目
の
サ
ケ
の
稚
魚

　
”
食
は
新
潟
　
豊
か
な
緑
”
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
8
9
新
潟
食
と
緑
の
博
覧
会
」

の
キ
ャ
ン
ペ
：
ン
に
四
月
十
九
日
、
ミ

ス
ふ
～
ど
新
潟
三
人
が
役
場
を
訪
れ
、

博
覧
会
協
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

村
長
に
手
渡
し
、
来
場
を
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
博
覧
会
は
、
素
晴
し
い
（
ナ
イ

ス
）
食
（
フ
ー
ド
）
と
風
土
（
ふ
～
ど
）

の
放
流
を
四
月
十
三
日
、
宮
中
え
ん
堤

の
魚
道
で
行
い
ま
し
た
。

　
体
長
五
～
六
セ
ン
チ
ほ
ど
の
稚
魚
を
、

組
合
員
ら
八
人
が
、
清
津
峡
下
流
の
ふ
化

場
か
ら
運
ぴ
、
旅
立
つ
我
が
子
を
見
送

る
よ
う
に
四
十
万
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。
・

　
昨
年
同
漁
協
で
サ
ケ
十
六
匹
捕
獲
さ

れ
て
い
ま
す
。

ドライブしながら

　　　交通マナー学ぶ
　
　
　
灘

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

四
月
九
日
、
郡
市
交
通
安
全
対
策
協
議

会
、
十
日
町
オ
ー
ト
タ
ラ
ブ
共
催
の
第

七
回
交
通
安
全
運
転
コ
ン
ク
ー
ル
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
ド
ラ
イ
ブ
を

楽
し
み
な
が
ら
確
か
な
ハ
ン
ド
ル
さ
ば

き
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う

と
行
わ
れ
、
郡
市
内
外
か
ら
若
い
カ
ッ

プ
ル
や
家
族
づ
れ
な
ど
三
十
台
が
参
加
。

　
十
日
町
市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー

ル
地
に
し
、
郡
市
内
の
国
県
道
路
六
十

キ
ロ
の
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
途

中
、
村
総
合
セ
ン
タ
ー
に
寄
り
、
ゲ
ー

ム
や
ク
イ
ズ
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

わ
が
新
潟
県
を
内
外
に
P
R
し

よ
う
と
、
七
月
十
四
日
か
ら
九

月
三
日
ま
で
の
五
十
二
日
問
に

わ
た
っ
て
新
潟
市
鳥
屋
野
潟
湖

畔
で
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
会
場
に
は
十
七
の
パ
ビ
リ
ォ

ン
、
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
、
イ
ベ
ン

ト
広
場
な
ど
が
あ
り
、
当
村
の

特
産
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
役
場
総
務
課
で
前
売
券
を
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。
大
人
千
五

百
円
、
高
校
生
千
円
、
小
・
中

学
生
五
百
円
、
幼
児
二
百
円
。

　
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
出
掛
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ん
、

く
だ
さ
い
。

来
年
は
挑
戦
し
て
み
て

力
作
勢
ぞ
ろ
い

　
老
人
工
芸
品
展
に
ぎ
わ
う

　
恒
例
と
な
っ
た
老
人
工
芸
品
展
が
、

四
月
十
三
、
十
四
日
の
両
日
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
内
の
お
年
寄
り
二
十
一
人
が
丹
精

込
め
て
作
っ
た
作
品
は
、
ワ
ラ
細
工
、

竹
細
工
、
手
芸
、
盆
栽
と
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
み
、
約
二
百
点
が
展
示
即
売
さ

れ
ま
し
た
。

　
十
三
日
の
正
午
、
一
般
公
開
と
と
も

に
待
ち
か
ね
た
人
た
ち
が
会
場
に
大
勢

詰
め
掛
け
、
仕
上
り
の
き
れ
い
な
テ
ゴ

や
ザ
ル
を
早
速
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

わたしの

⑫
ー

　
　
3
6

　
　
ん

　
　
さ

　
・
子

　
　
代

　
　
喜

俣
喜

　
倉
斎

長
野
県
下
高
井
郡
木
島
平
村

　
私
の
故
郷
は
、
車
で
一
時
間

野
沢
温
泉
の
隣
、
中
里
村
同
様

自
然
に
恵
ま
れ
た
兼
業
農
家
の

多
い
所
で
す
。

　
南
に
高
井
富
士
と
呼
ば
れ
て

い
る
高
社
山
、
東
南
に
カ
ヤ
ノ

平
高
原
、
西
の
後
方
に
は
妙
高

山
が
見
え
ま
す
。
高
社
山
の
北

　今年の村内の桜は、少雪のためか近年に見

られないほどたくさんの花をつけ、満開とな

った4月15、16日養漁場や黄桜の丘などでは

花見客でにぎわっていました。

年は見事に

織

斜
面
は
ス
キ
i
場
に
な
り
て
い

て
、
上
級
か
ら
初
級
ま
で
楽
し

め
、
又
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
一

年
中
出
来
ま
す
。
夏
は
学
生
村

と
し
て
合
宿
や
都
会
の
子
供
達

の
体
験
学
習
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
ヵ
ヤ
ノ
平
の
原
生
林
や
湿
原
、

牧
場
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
と
キ
ャ

ン
プ
も
楽
し
い
思
い
出
の
一
つ

で
す
。
村
民
グ
ラ
ン
ド
に
は
ナ

イ
タ
ー
設
備
も
あ
り
、
中
里
村

に
も
早
く
実
現
出
来
る
事
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
5
8
年
に
発
掘
さ
れ
た
馬
曲
温

泉
公
園
は
野
趣
豊
か
な
山
あ
い

の
温
泉
と
し
て
評
判
に
な
り
、

地
域
活
性
化
に
大
い
に
役
立
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
倉
俣
に
嫁
い
で
十
五
年
目
の

春
が
訪
れ
郷
愁
感
も
変
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

満開になった黄桜の丘ω桜の花を見ながらの会食は最高㈲

平成元年5月10日広綴噸か，マこ9



のの際は届出を、

ゆ
　住宅などを新築、増改築する

際は、建築工事届が必要です。、

　この届けは床面積が10㎡（約

3坪）を超える建築物はすべて

対象となりますのでご注意ぐだ

さい。なお、高床式建物（3階

建て）や鉄骨2階建てなどは・

確認申請が必要となります。

　確認申請が必要な建築物は必

ず建築主事の確認を受けてから

工事に着手してください。

危険物取扱者免状
　　　　　の書換え必要です
　消防設備士免状

消防法の改正により既得免状の所有

者については、免状の交付を受けてか

ら10年毎に免状に貼付されている写真

の貼り換えが必要になりました。

■免状の交付を受けてから10年以上経

過した人（ただし、昭和57年3月31

　日までに免状の交付を受けている人

　は、猶予期間があり平成4年3月31

　日までに貼り換えが必要）

■上記にかかわらず、免状の写真貼り換

　えを希望する人は随時申請してください。

詳しくは消防中里詰所（費63－2536）まで。

国税専門官の募集（大卒程度）

■受付期問　5月16日㈹～5月24日休）

9受験資格　昭和37年4月2日～昭和

　　　　43年4月1日生まれの人
■採用予定数　約800人
詳しくは十日町署（台52－3181）まで。

停電のお知らせ

カラス・たぬき被害で

　お困りの万連絡ください

カラスやたぬきによる農作物の被害

でお困りの際は、中里村猟友会（会長

樋口勲、荒屋）が駆除しますので役場

または農協へ申請してください。

　ただし、申請後駆除まで2週間かか

ります。

詳しくは開発課鳥獣保護担当へ

　　　　費63－3111（内線272）

■5月16日㈹　午前9時～正午

　　　　倉俣の一部

善意をありがとう

今月の納税と振替日

　　　　　　　（振替日）

■軽自動車税

■国民健康保険税

■国民年金保険料

■保育料

■水道料

5月31日

5月31日

5月25日

5月25日

5月25日

図書・お施登恥
－藝

　中㎏　＄　r“　一　　元気が出る出るイベント発想100

　　駕籠に乗る人担ぐ人

　　新日本人事情

　　遊び心
　　危険な話

　　醜い中国人
　’融的　　　　　　　　小説・文学一

　　剣客商売（全i4巻）

　糞剣客商売番外編

　　蝉しぐれ
　　ダンス・ダンス・ダンス（上下）

難．狼たちへの伝言
’灘　ノルウェイの森（上下）

窒「騰サラダ日記

　灘　　　　　　　子ども向け

　　　　　知識・教養
パーティーマーケティングの時代

　　　　　　　　　ダイヤモンド社
MG出版
早坂茂三

深田祐介

大前研一

広・瀬隆

柏　楊

池波正太郎

池波正太郎

藤沢周平

村上春樹

落合信彦

村上春樹

俵万智

1’

灘・

’
彫

灘

　ノンフィクション子供の本900冊

　うちの子じゃありません

　ハナさんのおきゃくさま

饗　お江戸の百太郎

　おばあちゃん、ゆうぴんです

　一声社
山下久美子

角野栄子

那須正幹

杉みき子

広報亀’◎、マ　じ　平成元年5月10日

5古切手寄付

倉俣　鈴木ミサホさん

中里村農協　　清津峡小学校

■交通安全用晶寄贈

中里村建設業協会・中里村交通安全

協会

　新入学児童用黄色い傘96本

中里村交通安全協会

　新入学児童用ランドセルカバー96枚

　園児・児童用キーホルダー

　中学生用反射テープ
田図書寄贈

宮中　藤田八郎さん　100冊

　
　
　
　
村
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
し
老
人
に
六
月

　
　
　
か
ら
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す
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に
あ
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り
、
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理

　
　
　
さ
れ
た
食
事
を
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
給
者
宅
へ
お

鷺
難
譜
灘
懇
醗

醜
ま
で
連
絡
－
だ
さ
い
・
卒
－
－
－
・

ね
た
き
り
・
痴
呆
症
老
人
見
舞
金
、

介
護
者
手
当
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
村
で
は
こ
れ
ま
で
、
常
時
介
護
　
　
　
㎜
　
円

の
必
要
な
ね
た
き
り
老
人
に
対
し
　
　
　
　
㎜
　
　
栢

見
舞
金
を
支
給
し
て
き
ま
し
た
。
　
　
難
　
　
臥
　
　
日

平
成
元
年
度
か
ら
そ
の
ほ
か
に
醗
欝

痴
呆
症
老
人
の
見
舞
金
と
そ
の
介
羅
腔

護
者
に
も
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
藩
盟
人

に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
、
㎜
・
熈
上
ね
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爺
。
然
以
な
症

　
該
当
者
は
、
地
区
民
生
委
貝
を
　
　
懸
歳
要
呆

通
じ
申
請
手
警
を
し
て
く
だ
さ
灘
6
5
必
痴

・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺
。
金

レ
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詳
し
く
は
住
民
課
福
祉
係
へ
　
　
講
　
　
見

　
　
費
6
3
－
3
1
1
1
（
内
線
皿
）
　
蝋
．
鳴
懸
　
　
新

．、業懇葵舞畿馨1嚢

新

見舞金

65歳以上の常時介護の

必要なねたきり老人、

痴呆症老人

5，000円

手当金 上記の介護者
月額

5，000円

旧 見舞金
65歳以上の常時介護の

必要なねたきり老人

月額

3，000円

村農業共済事業は、農業を取　合に村職員2名が派遣され処理

り巻く厳しい環境の中でコストすることになりましたが濃家

低減に向け中魚沼農業共済組合のみなさんの利便を図る上で役

に4月1日合併しました。事務　場農政課内に毎週火’金曜日の

につレ、ては、十日町市にある当組　　2日間・職貝が駐在します。

　　　　　　★連絡先

〔学習プログラム〕

　
　
　

4
1
在

6
1
駐
2
1

2
3
日

一
一
曜

2
3
金

5
6
．

套
猷

合
所
侮

組済
在

共
駐

業
農
村

沼
里

魚
中
中

・醗、蒸織鞭

箏御蕨嬢．1

からだの動かし方

環境の整備

準藤聯，
餐衡艶瀞

　　　　懇。驚懸

排泄のお世話

床づれ予防と手当

お年寄りの病気の特徴

6肩蜘鱗

犠瞳溝
　　撃篠4曝

お年寄りの食事

からだの清潔

（足浴清拭など）

7月舗鱗・
牛後塒一4蒔

手軽にできるリハビリ

福祉制度のいろいろ

∫　．

　農協連合会

農業共済組合ク

E至亜］園
国道117号線

十日町警察

派出所

「気をつけて」

　朝の一言忘れずに

曳’

　　　じ一　　　く

潔
竺●飲酒運転検挙者数　1人

●無免許運転違反者数　4人

●事故発生件数　　　7件

●死亡事故ゼロ　　26日

　　　　（4月末累計）

騨
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塘
瓢
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ご
さ
て
み
た
い
そ
ん
な
妻
た
の
た
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の
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し
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教

の
闘
室
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世
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の
仕
方
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藷
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室
傭
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ま
せ
ん
か
・
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プ
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ラ
ム
で
行
い
ま
す
・

驚
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幣
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嘉
護
に
興
味
の
あ
る
方

看
矧
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場
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村
保
健
セ
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込
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五
月
二
＋
畠
ま
で
に
役
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へ
　
　
　
　
　
　
費
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1

　
こ
の
度
の
異
動
で
、
中
条
警
察
署
か
ら
田
沢
駐
在

所
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
水
澤
で
す
。

　
出
身
は
新
井
市
で
妻
と
二
人
の
子
ど
も
の
四
人
家

族
で
す
。
着
任
早
々
交
通
死
亡
事
故
、
変
死
等
が
相

次
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
平
隠
に
戻
っ
た
様
子

　
　
　
　
ど

な
の
で
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

　
中
里
村
か
ら
犯
罪
や
交
通
事
故
が
少
し
で
も
減
少

す
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
前
任
者
同
様
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

犯
罪
や
事
故
の
な
い
村
に

　
　
　
十
日
町
警
察
署
田
沢
駐
在
所

　
　
　
　
　
巡
査
部
長
水
澤
一
光

夢
地
崎
沢
俣
俣
中

重
山
葎
倉
倉
宮

　
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ
　
　

散
鵡
￥
稔

木
田
本
田
田
田

鈴
広
山
島
島
山

（
　
（
　
（
　
　
　
　
（
　
（

　
　
　
）

美
馬
樹
美
弥
か

絵
　
　
菜
　
る

千
龍
大
真
直
は

哉
子
一
子
夫
子
年
美

俊
典
新
京
典
克
浩
晴

田
泉
川
場
島
沢
口
藤

広
小
小
馬
大
滝
江
須

｛
｛
｛
｛

藍
干　溝
十日町市

堀之内
十日町市

倉　俣
津南町
荒　屋
川西町

田団■圃轡
井ノ川ナカ（86）本屋敷

鈴木チン（81）重　地
樋　口　真由美（26）　桂

使用済切手の収集

　種類が限定されました

皆さんに集めていただいている使

用済み切手は、J　OC　S（日本キリ

スト教海外医療協力会）へ送られ発

展途上国への医療援助（医薬品等）

資金の一部となっています。

　ところが最近、切手の供給量と需

要量のバランスがくずれ、年間に集

まる切手のうち半分が在庫されてい

るような状況となっています。

　このためJ　OC　Sでは、次のよう

な切手を中心に集めていただくよう

呼ぴかけています。

■記念切手■外国切手■未使用切手

　古切手をはがさず　　魯63－2520

周りに1cm位つけて
切り取ってください。
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